
「入れ歯安定剤」の需要が高いことからもわかるように、入れ歯を使用することで歯茎に痛み

を感じる患者様は決して少なくありません。噛むたびに痛めば食事も快適にできず、消化す

る胃腸に負担がかかるばかりか精神的にも悪い影響が考えられます。そうした痛みの原因と

して挙げられるのは、入れ歯の噛み合わせが患者様に合っていないことです。 

この痛みを解決し、発生を防ぐために重要なのは、噛み合わせの不具合を把握すること。原

因となっている噛み合わせを詳細にチェックし、正しい噛み合わせにしなければ、根本的な解

決にはなりません。入れ歯安定剤の使用は決して根本的な解決法ではないのです。 

 

 
失ってしまった歯の機能を補える「本当の入れ歯」を作る

ために求められること。それは、噛み合わせ治療の考え

方を入れ歯に反映させる理論と技術、そして充分な経験

です。これらを習得するまでには、長い年月と努力が必

要になります。 

「本当の入れ歯」の設計は綿密に行わなければなりませ

ん。下記に入れ歯を作るにあたって最低限の注意事項

をご紹介します。  

入れ歯の床は粘膜に対して隙間なくピッタリと貼り付きます。そのため、入れ歯にわずかでも

突起物があると、噛んだときに痛みを感じてしまうのです。これを防ぐためには入れ歯の仕上

げの際に突起物が残らないよう厳しくチェックすることが重要です。柔らかい粘膜を傷付けて

しまうような入れ歯では不完全です。 

歯を失ってしまうと、顎の骨はだんだんと痩せてきます。これが原因で入れ歯の位置がズレ、

痛みが発生することがあるのです。入れ歯を設計する段階で、患者様の顎の骨や舌や頬な

ど口腔内の状態を把握して、骨が痩せたあとの口腔内の状態も予測しておくことが重要にな

ります。 
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